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金属材料技術研究所

m11ll1lllllll1山 回折格子赤外分光光度計
　赤外線吸収スペクトルによる分析は有機化合
物，有機金属化合物，ポリマー等の分析には不可
欠のものであるが，当所の性格上設置が遅れてい
れしかし分析化学における有機試薬，有機溶剤
等の広範な使用によりこれ等のものや有機金属化
合物等の純度検定，混合物の検定等の必要性が増
加して来たため購入を行ない，今回化学庁舎3階
に設置されたのでその概要を報告する・
　この赤外分光器は回折格子を使用し，高い分解
能を有し従来のブリズム分光計では困難であった
回転振動帯の徴細構造や同位元素たどの吸収スペ
クトルの分離，吸収帯の中心波数の高精度な測定，

吸収帯形状の正確な直接測定が可能である。

　おもな特長としては
（1〕

（2〕

（3）

14〕

（5〕

（6〕

（7〕

ll1llmll1lllllllllllllllll1ll

高分解能を有し高純度の赤外スペクトルが
得られる。

再現性が良く確実な測定結果が得られる。

迷光がなく透過スケールは正確な値を示
す。

前置ブリズムと回折格子が完全に連動して
いるため全波長領域を連続走査出来る。
波長駆動速度を広範囲に選択出来る。
光源は炭化ケイ素の棒で空冷式である。
吸収位置での走査速度は自動的に調節され
る。

おもな性能は次の通りである。
（1）波数範囲　400～550cm■ユ
（2〕精度：（乱）波数1st，2ndオーダー1cm■1

　　　　　　　　　3rd，4thオ＿ダ＿2c加■1
　　　　　（b）透過度100～95％　±1％
　　　　　　　　　　　95～10ラ6　　ヨ±O．396

　　　　　　　　　　　10～0　96　　三ヒ196
（3）再現性　（乱）波　数　O．5cm－1

　　　　　　／b）透過度　OI3％
（4〕分解能：O．25cm－I

（5〕波数駆動精度：約300cm－1／min～10cm■1／

　　minまで連続可変
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DS－401G型回折格子赤外分光光度計の光学系

SO　l 光　　　源

影1：／減光櫛

W呂1
M1：
S1：

M2：
P　：

Mヨ：

減　光　鰐
ミ　　ラ　　ー

ス　リ　ッ　ト

コリメータ

プリズム
ミ　　　フ　　　■

Sパスリット（回折格子系
　　　　　のための）
M4：コリメータ
G＝回折格子
S品1スリツ　ト
M5：ミ　ラ　ー
T．C、：熱電対

R11主記録装置
R呈1副記録装置



丸棒の超昔波減衰測定法
　超音波の減衰測定によって熱処理状態などを検査する

方法が近年注目されている。超音波の材料中における減

衰は，材料の結晶粒度，組織および傷によって主とLて
決定される、平板状材料についての減衰定数測定法は，

不完全ながら大よそ定説となったカ法が存在Lている。

Lかし工業材料として使用頻度の高い円形断面を有する
材料について，その円柱面から減衰を定量白勺に測定する

方法は水解決のまま残されており，熱処理状態の剤亘脇

るいは減衰度の異なる材料についての探傷結果の修正に

当たって障害となっている。材料強度研究部非破壊検査

研究室では，この問題について研究を行ない，減衰定数

測定法について結論を得た。

　減衰測定に当たってパルス反射法による底而の多重反

射を利用することは平板状材料の場合と同様であるが，

平板と丸棒とでは多重反射図形に本質亡1勺差異が存在して

いる。すなわち，丸棒の円柱面に探触子を接触させた場

　　　（a）平　版　　　（b）丸　棒
　　　　　　写真1多重反射図形
合には写真1（b）に示すごとく，底面エゴーはすべての

場合急速に減衰し，かつ底面エコーの他に特殊なエコー

（円柱而エゴー）が観察される。

　円柱面に探触子を接触させた場合には，探触子と被検

材とはほとんど線接触の状態とたり，そのため円柱の横

　　　　　　　探触子　断面方向の指向性は図1に示

　　　於　壷蒸叙撮
　　　　　　　　　　　　る。一方，円柱の縦断面カ向

　　　　　　　　　　　　については，探触子の直径の

　　　　　　　　　　　　全長が有効に接倣しており，

　　　　　　　　　　　　平面と接触している場合と大

図1丸棒と探触子の接触　差ない指向性を示すものと考

えられる。

　この様な考え方のもとに実験結果を整理して，次の実
験式を得．ヒ。

　　　　　　（B1／B呈）＿（L1＋L呈）
　　　　α＝　　　　　　　　　　　　＿　　＿
　　　　　　　　　2D
　α　　　：減衰定数（径方向の平■均値）dB／cm

　（B1／B里）：第1回底面エコー高さと第2回底而エコー

　　　　　　高さの比のdB値
　L、　　　：拡散損失dB

　L筥　　　：探触子面における反射損失dB

　D　　　：被検材の直径cm

固

一

o．5 1 lo05 　　1ヌ12　L1の値10

　　　　　　　　Dλ
　　　　　　　　7
L、は振動子半径（a），波長（2）およびDの関数であっ

て，3～6dBの値をとり鋼の場合に図2の値を得た。L2
は鋼の仕上面（▽▽程度）でO．5dB士O．5dBを得た。B・／

B里の測定に際Lてのおもな注意事項は，丸棒の端面から

通常の場合D／2以上離れた位置で測定することである。

　この方法を若干の場合（50～600φ）に適用して，お

おむね妥当な結果を得た。表1は400～600φのSF55
（熱処理材）についての測定例であるが，円柱面よりの

測定値と軸方向の測定値はおおむね一致Lた。

表1減衰定数測定例
円柱面で求めた減哀定数dB／cm ili一肪向で求めた減衰定数dB／cm

595φX330
2．25Mc　　0，045　　Mc　　O．25 O．050－25

■

500φX400
2－25Mc　　O．055　　Mc　　O．24 O．060．21

435φ×500
2．25Mc　　0，035　　Mc　　O．14 〇一040．13

400φX430
2．25Mc　　O．005　　Mc　　O．12 O．020－09

★　職域における創意工夫功労者受箆

　すぐれた創意工夫によって，各職域における技術の改善向上

に貢献し，その実績顕著な勤労老の表彰式が三木科学技術庁長

官により4月17日行なわれた。

　！、高張力鋼溶接割れ試験方法の確立

　　　　溶接材料研究部融接材料研究室片平和勇
　2．　プラズマジェットガソのノズルの冷却装置の改良

　　　　管理部技術課　　　　　　　　　　伊野口育雄

　3．溶解技術の改善

　　非鉄金属材料研究部非鉄金属研究室　菅　　　広　雄

★　科学技術週間研究所公開

　科学技術振輿の一環として，研究所公開が4月2ユ日10時～12

時に行なわれた。

ナ　月例所内研究報告会

　※　（次頁下段※印につづく）



37年度予算きまる
　37年殴当研究所予算は下蕎己のように，原予力関係を含めると，　　装’綴によって従一来のものに政し可成り改慈…されている。

932，998千門となり。これを前年燈予算に対比すると，予算規機一　　溶接閥係では大型溶搬継手の引張り・拘東割れ試験重たは引

において54・820利工1の蛸纐とたった。また人鼠は6？名の蛾獄が　　張り・脆性破壌試匿灸を行なうための広幅溶接継芋割れ試験機（容

認められた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　搬1，000ton），溺性材料・鰍熱材料の溶射加工を不活性ガス気

　つぎに37年度予筑内容について，その牢絶を一述べよう。　　　　密室中で行なうための可変雰匿繍溶射装鮒をびに原予炉材料，

I一機　構　　　　　　　　　　活性材料あるいは腐融、煮材料の溶接を帥勺とした慨予線溶接装
　新たに管理榊週係で会蕎十課，研究渕娼係で1榔（材料試験闘　　澱（容銚15kW，米嗣シャキー祉）などがある。

係）の増設が認められたので，研究螂は工o榔とたり，それに伴　　　腐食渋］係の薙本設備として二＝予定されているキヤピテー一シ冨ソ

ない研究室も別表一のように繍成換えとなった。　　　　　　　　　　腐食試験装’薩は鰯定した試料を50m／secという商速流水にお

2一研究内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ける状汎で金鱗，材料の腐食を試験するためのもので，この種の
　本年度の特幽として，　一般狐究のほかに喬研究都共岡による　　ものは我が1勤こはなく，これにより水車，スクリュー，碕速の

総創訂跣に璽、叙がおかれている。（研究テー吋名については，次　　ポソプの腐食誠験を行なうことができる。

固■林技研ニュースに紹介する予定。）　　　　　　　　　　　　　4．葵験庁舎関係

3・研究設備関係　　　　　　　　　　　　　　　揃年度に引続き，溶解圧延実1験場（573m里），小型溶鱗加二実
　本年度も7カ年整備副櫛亭こ荻づき，　引統き荻本設備の整燃に　　　験場（708m里），特殊’鋤務一翻舖…瞭（130m里）の喬実験庁禽の

璽、煮が糧かれている。すなわち500kVの千肝一鍛微鍍，喬種金　　新設が認められた。

麟材料梼苧こ徽温における塑性’変形’を到…常に広い範鵬にわたって　　5・　原子力関係

調べるための5tOnイソストロソ，化学1矧系としては質±’1を分析　　　原予力予釧こよる研究については，従来の原ニチ・例≡屑金鰯材料

詩，材料■試駿隅係では炎弾陛裟概，　内部燦擦棚定装綴などを予　　の腐愈防食，豚予炉欄ベリリウムの成型加二［あるいはR互を利

定している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」≡憎する金鰯材料の一舌着質1喬］．」二に脳する研究のほかに，　新規研究と

　小型溶解1裟j係として設1蹴される蟻禽金連統鋳迭装i蹴はホット　　して原予炉材料の漱しい溶按ツ松の1事罰発・に1装1する研究を行なう

トップ，蔽爵波導入錐澱，　　三，　リアクタソスを念む虐働制御　　ことになっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．贈和37隼廣予算額と前年穫との対照表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37年度予算徽　　　　　　　　　　　　36年度予筑徽

　　　　人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　377　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　310

　　　　人　仰　裂土　　　　　　　　　　159，179予円　　　　　　　　　　　　126，775千円
　　　　庁費（弼r究消耗11〒1などを禽む）　　　　　124．053　　　　　　　　　　　　　92，229

　　　試験研究殺　　　　　　　　　　449．442　　　　　　　　　　　　　376，268
　　　　受託研究孜　　　　　　　　　　　2，oOg　　　　　　　　　　　　　　2，OoO
　　　　施設整備薮　　　　　　　　　　77．675　　　　　　　　　　　　177，458
　　　　　　　膏十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　812．358　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　774，730

　　　　原予力予算　　　　　　　　　　　120．640　　　　　　　　　　　　　　103，442

　　　　　　合計　　　　　　　　g32．998　　　　　　　　　878，172

　※　（碗頁下段※印からつづく）

　3月271ヨ（火），28日（水）の禰日にわたり．繰一ヒげて下記

のとおりに行たった。

○　コークスの性斑がカ1蕨に及ぽす影響

　　　第工郁鋳造研究室　　　　牧口窒
○　溶解雰匪嗜気の調整による強靱鋳鉄の製造に閥する研究

　　　第1都鋳造研究室　　　　菊池技
○　疲労したα鉄における淡素の析出

　　　第2都金属物理研究室　　　　　　　吉　」l1技
○　珠繁鉄蝋緒瀦の引害辰■変形

　　　第2榔物理冶．金研究室　　　竹内技
○　鉄のYield　De1纈y　Timeと変形逮度

　　　第2部加ユ：研究室　　　　　　　　　槻　11日　技

○　1搬鋒法によるステソレス鑓粉末の製遼

　　　第2部粉末冶．金研究室　　　　　　　胴　村　技

○　トリゥムのAmex法について
　　　第5榔特殊冶金研究室　　　　　　　武　内　技

○　ポロゾ醐罪について
　　　第5都特殊冶・金、石1晩室　　　　　　　河　村　披

○　トリウムの’rBP拙舳こついて
　　　第5音1鮒」殊冶．金、研究室　　　　　　　　柴　1崎　一

○　TBP一チオシアソ’鮫系によるトリウムの｛1■咄について

　　　第5都燐殊冶金…釧＝究室　　　　中村披
02H－Superおよぴ2H－U1tra損聞の溶棚・目CCT図

　　　第6部融搬材料研究室　　　　箏1．1ヨ波

長

貞琶

○　原予炉j三脈蔽力鋼の溶接」羽CCT1塞1

　　　第6芋郡融接材料研究室　　　　　　　字　　　技　’菌’

○　電予ピーム溶楼の研究（その2）

　　　第6継圧搬材料研究室　　　　　　　松　　　技　1禽’

○　エレクト肩スラグ溶楼の研究（その2）

　　　第6部特殊溶接材料研究室　　　　蓮井室長
○　’磁気駆動アークによるタイプの接合わせ溶搬

　　　第6音階殊溶接材料研究室　　　　禍島技官
OZinc－Ferriteの酸溶阯について1

　　　第7都希有金鰯研究室　　　　　　　新　腰　技　’菌’

○　溶徽鉄およぴ鉄令金のフ1噂…の溶解度

　　　第8部鉄製鋏研究室　　　　郡刷室・長
○　純クロムi寸1に現われる司転位鏑のτ虐嚇観察

　　　第9細妻1純度金鰍泌究室　　　　　　永　11日技　／婁’

★　学位擾与
　第6榔長理1専鈴木春義披’膚．は，「滴張プ〕鋼の一適刃三な被激アーク

溶接条件の遜擁に闘する研究」の諭文により昭和37隼3月5葦！

付で，大阪大学から〕二学級土＝の学位を援けられた。

★　研究報告の発行

　材技胴政報告第垂巻第4号多断
　　88ぺ一ジ，掲1；鮫諭文10繍，3月311ヨ発行

　材抜孤欧’文菊浩第3■巻第2努裾行

　　42ぺ一ジ，掲敬論文g繍（うち抄駅4繍）
　　3月311三1罰蕎布予



　　　　　2．紙

　　所　　長　　　理樽

　料学研究官　　（併）理111喜
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　　　　　　　一金層物理第1研究塞
　　　　　　　一金属物理第2研究室金属物理研究部一　　　　　　　、一・金属物理第3研究窒
酬尊日ヨ畷忠炎」物理試験室

　　　　　　　r金属化学馴研舳
金属化挙研究部一r金属化挙第2研舳
馴確遠藤勝治ぺ二募属化学君3研究婁

製錬研究部一r鉄製錬研廃蜜繊柳繍哲夫L非鉄製鍾舳室
　　　　　　　一鉄　鋼　研　究　窒
　　　　　　　一特殊鋼研究室
　　　　　　　一樹熱合金研究室
鉄鍛材料研究部一一鋳造研勇室
酬専河氏1秘葵山加〕：研究窒

　　　　　　　一熱　処　理　研　究　室
　　　　　　　一粉沫；台金研究慶
　　　　　　　…一非鉄金属研究室
非鉄金属材料研究音ト1一軽金属研究室

二〔博岩村鋳郊一希有金属研究窒
　　　　　　　「原子炉構造材料研究室
　　　　　　　一特殊冶金研究窒
特殊金属材料研究部十アイソトプ利用研艘

工嘩伊藤伍グニ婁8処篁8究竃

　　　　　　　r験磁気材料第1研艘
　　　　　　　二験磁気材料第2研艘
竃気磁気材綱舳トr葛純廣金鯛究室
理博吉嗣　進r金鯛化含物研舳

　　　　　　　一金属酸化物研究窒
　　　　　　　r静釣強さ研究室
　　　　　　　一動　的　強　さ　研究室
材料強痩研究部一、
理縛柳原ガニ芸㍗検箒姦婁

　　　　　　　」山融接材料研究室
溶接材料研究部一r圧接材料研究室
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